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第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
長
」
を
「
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
認
定
市
町
村
（
指
定
都
市

及
び
中
核
市
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
認
定
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
認
定

市
町
村
」
を
「
認
定
町
村
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
第
三
号
ロ
]
」
を
「
第
四
条
第
二
項
第
四
号
ロ
」
に
、「
掲
げ
る
事

項
」
を
「
同
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
」
に
、「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を

「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
市
町
村
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
町
村
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
緑
地
管
理
機
構
（
第
六
十
九
条
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
緑
地
管
理
機
構
」
と
い
う
。）を
、
市
長
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
買
入
れ
を
希
望
す
る
都

道
府
県
又
は
緑
地
管
理
機
構
を
、」に
、「「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を「「
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
緑
地
管
理
機
構
（
第
六
十
九
条
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
単
に
「
緑
地
管
理
機
構
」
と
い
う
。）を
」
に
、「
市
町
村
又
は
前
項
」
を
「
都
道
府
県
、
町
村
又
は
緑
地
管
理
機

構
」
に
、「「
前
項
」
を「「
緑
地
管
理
機
構
」
に
、「
市
町
村
が
」
を
「
都
道
府
県
又
は
町
村
が
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
市
計
画
に
定
め
る
」
を
「
都
市
計
画
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
」に
改
め
、

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
第
四
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二

当
該
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
目
標

三

当
該
区
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針

四

当
該
区
域
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
の
う
ち
、
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
」
を
「
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
」
に
改
め
る
。

第
八
章

環
境
省
関
係

（
温
泉
法
の
一
部
改
正
）

第
百
六
十
六
条

温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
五
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
、「
ゆ
う
出
さ
せ
る
」
を「
湧
出
さ
せ
る
」

に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
七
号
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
削
る
。

（
自
然
公
園
法
の
一
部
改
正
）

第
百
六
十
七
条

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
協
議
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
同
意
を
得
よ

う
」
を
「
協
議
を
し
よ
う
」
に
改
め
、「
記
載
し
た
」
の
下
に
「
協
議
書
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中「
前
項
の
」

の
下
に
「
協
議
書
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
同
意
を
得
た
」
を
「
協
議
を
し
た
」
に
、「
協
議
し
、
そ
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
同
意
を
得
よ
う
」
を「
協
議
を
し
よ
う
」

に
改
め
、「
記
載
し
た
」
の
下
に
「
協
議
書
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
協
議
書
又
は
」

を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
た
」
を
「
協
議
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
二
項
の
同
意
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
十
条
第
二
項
の
同
意
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
、「
当
該
同
意
又
は
」
を
「
当
該
」
に

改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
協
議
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
並
び
に
第

十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、「
同
意
及
び
」
を
「
協
議
及
び
」
に
、「
同
意
を
得
た
」
を
「
協
議
を
し
た
」

に
改
め
、「
受
け
た
者
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
認
可
に
つ
い
て
」

を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
五
項
、
第
二
十
一
条
第
五
項
、
第
二
十
二
条
第
五
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
百
六
十
八
条

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
第
四
項
中
「
公
告
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
騒
音
規
制
法
の
一
部
改
正
）

第
百
六
十
九
条

騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域
内
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
長
。
第
三
項
（
次
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
同
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
関
係

市
町
村
長
」
を
「
関
係
町
村
長
」
に
、「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
、「
か
え
て
」
を
「
代
え
て
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域
に
係
る
自
動
車
騒
音
の
状
況
に
つ
い
て
は
、市
長
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
中
「
区
域
」
の
下
に「（
町
村
の
区
域
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
長
は
、
当
該
市
の
区
域
に
係
る
自
動
車
騒
音
の
状
況
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
、
市
長
」
を
加
え
、「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）」
を

「
町
村
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
、
同
条
中
「
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）」
を
「
町

村
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
市
」
を
加
え
る
。

（
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
条

公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
五
第
二
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
資
格
」
の
下
に「（
市
町
村
が
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
を
処
分

す
る
た
め
に
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
置
か
れ
る
技
術
管
理
者
に
あ
つ
て
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準

を
参
酌
し
て
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
資
格
）」を
加
え
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
二
条

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
五
項
中
「
公
告
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
九
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
生
活
排
水
対
策
に
係
る
啓
発
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
九
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
九
第
六
項
」
に
改
め
る
。
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